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博士号取得早期修了プログラムの体験例

　筑波大学は、社会人の受
け入れ体制が整っていたこと
もあり、入学に対する障壁は
それほど高くありませんでし
た。例えば、博士論文の研
究テーマが会社の業務で行う
研究開発の一環と一致する
等、社会人の事情にマッチす
るものでした。しかし、私の
場合、会社で新規に開始した
研究テーマを中心に博士論文
を書くことに決めたため、博
士号取得までは苦労した方だ
と思います。研究は基本的に
会社で行い、結果が出ればメ
ール及び大学へ出向いて先
生方と議論するという形で進
めました。晴れて博士号取得
に至りましたが、自分の努力
だけで成し遂げるのは困難で
あったと思います。まず、ご
指導頂いた先生が企業出身
であったこともあり、会社の
事情にご理解があったことは
非常に助かりました。また、
会社の上司には、博士号を
取得することを好意的に捉え
て頂き、様々な場面でサポー
トして頂けたので恵まれてい
たと思います。

企業研究所 Aさん

　小職は 2007 年度筑波大
学社会人博士課程に入学し、
Y教授指導のもとで博士号を
取得しました。通常は社会人
として会社で勤務し、その一
方で会社と山部教授研究室と
の共同研究に従事し、そこで
得られた成果と、それまでの
会社での成果をまとめて博士
論文としました。幸い小職の
勤務地がつくば市内であった
ので、頻繁に筑波大学の先
生を訪問し、議論を行うこと
ができました。また、ある期
間は大学に出向かなくとも
e-mail などを利用し、頻繁
に議論のやり取りをすること
が可能であったため、会社で
の通常業務にほぼ支障はな
く、無理なく社会人博士課程
を全うすることが出来ました。
一年間という限られた期間を
設定して目標を明確に定める
ことができ、その短い期間で
やり遂げることは困難なこと
でありましたが、先生の御指
導のもと、やり遂げられたこ
とに充実感を感じています。

企業開発部門 Ｂさん

　社会人としてのスタートは現
在の勤務先の研究所でした
が、その後、営業部門へ異動
し、さらに社外の非営利団体
への出向など、物質科学とは
ほとんど縁のない世界でキャリ
アを積み重ねていました。と
ころが２年前、研究チームの
マネージャーとして研究の現
場に復帰し、技術見解を責任
を持って社内外に示す立場と
なりました。しかしながら、管
理職は研究以外の業務の割合
が大きく、日々の業務だけで
はブランク期間の遅れをキャッ
チアップするのは困難であり、
業務とは別に自分が自由にで
きる時間を費やして、博士号
取得を目指して、自己啓発と
して取り組む決意をしました。
大学院での研究は基本的に土
日や平日夜あるいは休暇やフ
レックスタイムを使って会社の
勤務とは切り離して行います
が、理論計算・シミュレーショ
ンを研究手段とするので、遠
隔アクセスによって効率的に
研究を進めることができます。
研究テーマは基礎的な分野で
すが、根底では会社業務で行
う技術分野と密接な関連があ
り、博士号取得のプロセスで
身に付けられる技術や知見は
会社業務でも大いに役立つも
のになると期待しています。

企業管理企画担当 Ｃさん



ナノサイエンス・ナノテクノロジー専攻の
新たな取り組み

～社会人の博士号取得～
早期修了プログラム

最短1年で博士号を取得する早期修了プログラムの履修には、事前の適用審査があります。

詳細は、http://www.souki.tsukuba.ac.jp/risyu.htmlをご参照下さい。

修了要件修了要件研究領域

狙 い狙 い
期待される
人材育成
効果

概 要

世界規模の教育研究拠点である”つ
くばイノベーションアリーナ　ナノテ
クノロジー拠点（TIA－nano）”と連
携し、ナノサイエンス・ナノテクノロ
ジーを強化した高度高等教育を行う
新専攻です。
（TIA-nano　http://tia-nano.jp/）

本専攻の定める規定に準じます。
社会人の早期修了プログラムでは、
一定の適用審査を経た場合、1年で
学位取得が可能です。

ナノサイエンス・ナノテクノロジーは
新産業創出の重要な社会・産業基盤
です。産業技術総合研究所、物質・材
料研究機構など、つくば地区をはじ
めとする世界の研究機関と密接に
連携し、独創性に根ざす技術立国の
復活を担う深い専門的知識と、幅広
い科学技術を新産業に孵化できる
応用力を兼ね備えた、世界のナノテ
クノロジー産業を牽引できる人材を
育成します。

ナノサイエンスの深い専門知識を礎
とした科学者・教育者、ナノテクノロ
ジーの新たな技術・アイディアを産
業に還元できる技術者・高度専門職
業人、およびこれらの融合領域研究
者と、その資質をもとに社会・産業に
イノベーションをもたらす企業経営
家・起業家の育成を目指します。

●ナノサイエンス・コース（ナノ分子 
　科学、ナノ物質物理、ナノ計算科
　学、ほか）

●ナノテクノロジー・コース（ナノデバ
　イス、ナノフォトニクス、ナノ物性、
　ナノバイオ、ナノグリーン、ほか）

平成25年度博士後期課程学生募集
平成24年7月17日（火）～7月19日（木）

平成24年8月23日（木）（平成25年2月にも入試予定）

25名

願書受付期間

定　　　　員

入 試 日

早期修了
プログラム

対象学生と
理念

多様な
指導体制

筑波大に
出向く頻度修業年限

必要経費

つくばの
利点

学位の質

修業分野

●一定の研究業績や能力
　を有する社会人を対象

●頑張る社会人の早期博
　士号取得を大学として
　応援

●e-learning、ゼミ等グ
　ループ指導型のTV会
　議システムが可能

●これによりつくば・東京
　キャンパスのDua l -
　Campusが可能

●Eメール活用、テレビ会
　議などにより週1度～月
　数度の直接指導体制も
　可能

●つくばエクスプレスで東
　京都心～つくばが1時間

●入学料：282,000 円

●授業料：535,800 円

●世界規模の教育研究拠
　点である“つくばイノ
　ベーションアリーナ
　（TIA-nano）”との連携
　が可能

●計算科学・分子化学・
　物質物理を含むナノサ
　イエンス・ナノテクノロ
　ジー

●後期のみの3年課程で
　あるが、事前に適用審
　査を受けることにより、
　一定の研究業績所有者
　は最短1年で博士号取
　得が可能

●8項目の達成度評価シ
　ステムにより課程博士
　に相応しい質を維持

最短１年で博士号取得可能
筑波大は世界トップレベルのナノテクを研究する社会人の応募を歓迎します
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